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１．平成19年９月中間期の連結業績（平成19年３月21日～平成19年９月20日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 183,794 2.3 16,466 9.0 16,907 11.5 9,668 10.8

18年９月中間期 179,732 23.0 15,101 85.0 15,166 85.2 8,722 217.3

19年３月期 368,971 14.3 33,564 37.1 33,383 37.2 18,982 86.9

１株当たり中間
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益

円 銭 円 銭

19年９月中間期 39.34 38.36

18年９月中間期 37.55 34.67

19年３月期 81.12 75.29

（参考）持分法投資損益 19年９月中間期 638百万円 18年９月中間期 410百万円 19年３月期 523百万円

(2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 278,198 100,535 34.2 377.47

18年９月中間期 261,916 66,423 23.4 285.96

19年３月期 273,180 86,242 29.6 331.94

（参考）自己資本 19年９月中間期 95,017百万円 18年９月中間期 61,272百万円 19年３月期 80,787百万円

(3）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

19年９月中間期 11,256 △4,277 △6,189 14,100

18年９月中間期 5,701 △1,329 △4,282 13,272

19年３月期 14,990 △6,119 △8,960 13,214

２．配当の状況

１株当たり配当金

（基準日） 中間期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭

19年３月期 3.00 3.00 6.00

20年３月期 5.00 －

20年３月期（予想） － 5.00 10.00

３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 383,000 3.8 37,000 10.2 37,000 10.8 20,000 5.4 81.37
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　無

(2）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本とな

る重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　有

②　①以外の変更　　　　　　　　無

(3）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 19年９月中間期 252,331,938株 18年９月中間期 233,050,869株 19年３月期 243,953,569株

②　期末自己株式数 19年９月中間期 607,932株 18年９月中間期 771,354株 19年３月期 574,704株

（注）１株当たり中間（当期）純利益金額（連結）の算定の基礎となる株式数については、23ページ「１株当たり

情報」をご覧ください。

（参考）個別業績の概要

１．平成19年９月中間期の個別業績（平成19年３月21日～平成19年９月20日）

(1）個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年９月中間期 105,490 1.7 7,145 51.5 10,013 20.4 6,851 10.4

18年９月中間期 103,729 17.9 4,716 179.2 8,316 97.2 6,203 1,048.7

19年３月期 216,268 14.1 14,139 73.6 19,828 52.0 12,860 238.1

１株当たり中間
（当期）純利益

円 銭

19年９月中間期 27.84

18年９月中間期 26.65

19年３月期 54.86

(2）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年９月中間期 186,404 65,297 35.0 259.11

18年９月中間期 177,219 39,372 22.2 169.13

19年３月期 185,651 54,125 29.2 222.14

（参考）自己資本 19年９月中間期 65,297百万円 18年９月中間期 39,372百万円 19年３月期 54,125百万円

２．平成20年３月期の個別業績予想（平成19年３月21日～平成20年３月20日）

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 222,000 2.7 16,500 16.7 22,000 11.0 14,000 8.9 56.89

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。
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１．経営成績

(1）経営成績に関する分析

①当中間期の概況

当中間期における世界経済は、欧州及びアジアでは概ね堅調に推移しましたが、後半に至っては、

米国の住宅ローン問題や為替の急激な変動もあり、先行き不透明感が強まってまいりました。

また、当社グループの主要関連業界別では、電子部品業界は堅調に推移し、空調業界や鉄鋼業界

は好調に推移いたしましたが、液晶業界や米国の自動車業界では設備投資を控える動きが強まるな

ど、好不調が分かれる状況となりました。

このような環境の中で、当社グループは、中期経営計画“ダッシュ100”の２年目にあたる今年度

を、その目標達成に向けて強力な地盤づくりを行う年と位置づけ、付加価値を高め、競争力を強め

た新製品の市場投入を行い、開発力・営業力・生産力の総合力を活かした拡販とシェアの拡大に努

めるとともに、製品品質向上の活動強化、人材育成等の諸施策を実行してまいりました。

この結果、当社グループの業績につきましては、売上高は、高い伸びを示した前年同期をさらに

上回り、利益面では高付加価値品の拡大もあり増収増益を維持し、いずれも中間期としては過去最

高となりました。また、売上高経常利益率は9.2%に上昇し、“ダッシュ100”の目標である10%に向

けて、着実に成果を上げております。

 当中間期（前年同期比）

 売上高 １，８３７億９４百万円 （ 2.3％増) 

 営業利益 １６４億６６百万円 （ 9.0％増) 

 経常利益 １６９億　７百万円 （11.5％増) 

 中間純利益 ９６億６８百万円 （10.8％増) 

②事業の種類別セグメントの状況

当社グループでは、事業内容を５つのセグメントに分けております。各セグメントの主要製品等

につきましては６ページ「２．企業集団の状況」をご覧ください。

　各セグメント別の状況は以下のとおりです。

セグメントの名称 売上高（前年同期比） 営業利益（前年同期比）

 モーションコントロール ８６４億４８百万円（ 9.8％増） １０４億６０百万円    　（ 2.8％増） 

 ロボット ６０２億３６百万円（ 4.5％減）   ４０億４２百万円      （ 0.2％増）

 システムエンジニアリング ２２３億円　　　　（ 5.7％増）   ７億９８百万円（15億55百万円増） 

 情　報 １１２億６３百万円（14.0％減）   　１億８８百万円   　 （70.8％減）

 その他 ３５億４５百万円（ 4.5％減） 　　９億７３百万円      （ 2.1％減) 

〔モーションコントロール〕

ＡＣサーボ・コントローラは、新製品投入や拡販強化等の施策の効果もあり、電子部品業界向け

等が堅調に推移いたしましたが、液晶業界向けは本格的な需要回復には至りませんでした。

インバータは、国内外の空調設備向けや海外におけるインフラ投資の拡大により、前年度に引き

続き好調に推移いたしました。

〔ロボット〕

自動車業界向けを中心とする溶接、ハンドリング、塗装ロボット等は、国内及び欧州向けでは堅

調に推移いたしましたが、米国向けは設備投資抑制の影響を受けました。また、液晶業界向けは需

要の本格回復に至りませんでした。

利益面では、当社の得意とする中・小形ロボットの増加により増益を確保することができました。

〔システムエンジニアリング〕

好調を続けている鉄鋼業界の設備投資増加を受注・売上・利益に結びつける活動が奏功したこと

により、大幅に損益を改善し黒字が定着してまいりました。
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〔情報〕

通信事業者向けシステム及び製造業向け生産・販売管理システムの構築は堅調に推移いたしまし

たが、液晶業界向けの需要低迷や特定用途向け端末機器の減少の影響を受けました。

〔その他〕

当部門には物流サービス、人材派遣等の事業が含まれております。

（参考）当社業績につきましては以下のとおりで、いずれも中間期としては過去最高となりました。

 当中間期（前年同期比）

 売上高 １，０５４億９０百万円 （ 1.7％増) 

 営業利益 ７１億４５百万円 （51.5％増) 

 経常利益 １００億１３百万円 （20.4％増) 

 中間純利益 ６８億５１百万円 （10.4％増) 

③当期の見通し

今後の景気見通しにつきましては、米国経済の減速や、為替の変動、原油や資源価格の上昇、金

利の動向等のリスクが懸念されますが、堅調に推移するものとみられます。

このような状況を踏まえ、平成19年4月19日に公表した平成20年３月期の業績見通しを、以下のと

おり修正いたします。

　なお、当期の為替レートは、平均110円／米ドル、平均145円／ユーロを想定しております。 

 　　　　　【連結業績予想】

 平成20年３月期見通し 前期比

 売上高 ３，８３０億円   １４０億２９百万円増（ 3.8％増) 

 営業利益 ３７０億円     ３４億３６百万円増（10.2％増) 

 経常利益 ３７０億円     ３６億１７百万円増（10.8％増) 

 当期純利益 ２００億円 １０億１８百万円増（ 5.4％増) 

 　（参考）【個別業績予想】　　　　

 平成20年３月期見通し 前期比

 売上高 ２，２２０億円 ５７億３２百万円増（ 2.7％増） 

 営業利益 １６５億円 ２３億６１百万円増（16.7％増） 

 経常利益 ２２０億円 ２１億７２百万円増（11.0％増） 

 当期純利益 １４０億円 １１億４０百万円増（ 8.9％増） 

 

(2）財政状態に関する分析

①　当中間期末の資産の状況

　資産の部では、流動資産は、受取手形及び売掛金が116億46百万円増加したこと等により、前年同

期末比129億74百万円増の1,914億34百万円となりました。

  固定資産は、有形固定資産が22億95百万円、投資その他の資産が16億41百万円増加したこと等に

より、前年同期末比33億8百万円増の867億64百万円となりました。

  この結果、資産合計は前年同期末比162億82百万円増の2,781億98百万円となりました。

  負債の部では、流動負債は、１年以内に償還予定の社債100億円を固定負債から流動負債に振り替

えたこと等により、前年同期末比109億32百万円増の1,360億39百万円となりました。

  固定負債は、長期借入金の返済に加え、1年以内に償還予定の社債100億円を流動負債に振り替え

たことや、転換社債型新株予約権付社債が新株予約権の行使により142億68百万円減少したことなど

により、前年同期末比287億62百万円減の416億23百万円となりました。

  この結果、負債合計は前年同期末比178億29百万円減の1,776億63百万円となりました。
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  純資産の部では、転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の行使などにより、資本金が71億53

百万円、資本剰余金が72億71百万円増加したことや、中間純利益の計上により利益剰余金が185億66

百万円増加したこと等により、純資産合計は前年同期末比341億12百万円増の1,005億35百万円とな

りました。

 

②　当中間期のキャッシュ・フローの状況

  当中間期末における現金及び現金同等物の残高は、前年同期末に比べ8億28百万円増加し、141億

円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、112億56百万円の収入となりました。主な内訳は、税金等

調整前当期純利益164億50百万円、減価償却費35億16百万円、仕入債務の減少30億31百万円、法人税

等の支払額55億62百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、42億77百万円の支出となりました。これは、主に有形固

定資産等の取得による支出41億38百万円であります。

この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローを合計した

フリー・キャッシュ・フローは、69億79百万円の収入となりました。

また、財務活動によるキャッシュ・フローは、61億89百万円の支出となりました。これは、主に

借入金の返済によるものであります。

③当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移

当社グループのキャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。

平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期 

中間 期末 中間 期末 中間

自己資本比率(%) 17.1 20.7 23.4 29.6 34.2

時価ベースの自己資本比率(%) 81.0 118.2 105.2 118.9 123.1

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 4.6 3.3 5.1 3.1 1.6

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 12.8 12.8 9.2 11.8 19.7

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

（中間期については、営業キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しております。）

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負

債を対象としております。 

（注４）営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営

業活動によるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

  利益配分につきましては、安定的かつ継続的な配当および経営基盤の充実と今後の事業拡大のた

めの内部留保を基本としつつ、あわせて、業績、経営環境及び財務状況等を総合的に勘案して決定

することとしております。

  当期の中間配当金につきましては、上記の方針に従い業績等を勘案し、前期の中間配当より1株当

たり2円増配し、5円とさせていただきました。

  当期の年間配当金は、中間配当を含め、1株当たり10円を予定しております。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社を中核として子会社82社及び関連会社20社（平成19年9月20日現在）により構成

され、「モーションコントロール」、「ロボット」、「システムエンジニアリング」、「情報」、「そ

の他」の各部門の様々な分野で製造、販売、据付、保守、エンジニアリング等の事業展開を行っており

ます。

各部門における主な製品と、当社及び主要な関係会社の当該部門における位置付けは、概ね次のとお

りであります。

部門及び主要製品 主要な会社

〔モーションコントロール〕

ACサーボモータ・制御装置、汎用インバータ、

工作機械用AC主軸モータ・制御装置、

リニアモータ・制御装置、DCサーボモータ・制御装置、

高速モータ、小形精密モータ、複合モータ、

省エネモータ・インバータ、高周波インバータ、

プログラマブルコントローラ、マシンコントローラ、

NCシステム、ビジョンシステム、その他  

当社

安川エンジニアリング㈱

安川コントロール㈱

㈱安川メカトレック

米国安川電機㈱

欧州安川電機㈲

上海安川電動機器有限公司

〔ロボット〕

アーク溶接ロボット、スポット溶接ロボット、

塗装ロボット、ハンドリングロボット、

半導体・液晶製造装置用クリーン・真空ロボット、

特殊アクチュエータ、クリーン・真空内搬送システム、

ロボット応用FAシステム、医療・福祉サービスロボット、

その他

当社

モートマン㈱ 

モートマンロボティクスヨーロッパ㈱ 

モートマンロボテック㈲

〔システムエンジニアリング〕

鉄鋼プラント用電機システム、

上下水道用電気計装システム、道路設備電源システム、

環境プラント用電機システム、パワーメカトロシステム、

港湾荷役用クレーン制御システム、

紙・フィルム・繊維製造装置・印刷機械用可変速ドライブ

システム、システム情報制御機器、

中容量高圧インバータ、高圧開閉装置、

コントロールセンタ、システム用制御盤、

電力用配電機器、永久磁石内蔵形回転機、

中大形誘導電動機、中形発電機及び発電装置、

その他産業用回転機、その他

当社

安川モートル㈱

〔情報〕

フロッピーディスクドライブ、

二次元コードマーキング・読取装置、

情報処理ソフト及びサービス、OA機器、その他

㈱ワイ・イー・データ（注）

安川情報システム㈱（注）

〔その他〕

物流サービス、人材派遣、その他

㈱安川ロジステック

㈱安川ビジネススタッフ

（注）  ㈱ワイ・イー・データ及び安川情報システム㈱の2社は、東京証券取引所第二部に上場して

おります。
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〔事業系統図〕

　以上の企業集団等について図示すると次のとおりであります。

 
 
 
 
 
 
 
 
                               
                             製品 
 
 
 
                          部品・製品据付・ 
                          調整・保守 
 
 
                             製品 
 
 
 
 
                          部品・製品据付・ 
                          調整・保守 
 
 
                             製品 
 
 
                          部品・製品据付・ 
                          調整・保守 
 
                             製品 
 
 
 
 
 
                           各種サービス 
 
                             製品 
 
 
 
 
 
                           各種サービス 
 
 
 

お  客  様 

㈱  

安  

川  

電  

機

 

製造・販売会社 
 安川エンジニアリング(株) 
 安川コントロール(株) 
 米国安川電機(株) 
 上海安川電動機器有限公司 

販売会社 
 (株)安川メカトレック 
 欧州安川電機(有) 

モーションコントロール 

製造・販売会社 
 モートマン(株) 
 モートマンロボティクスヨーロッパ(株) 
 モートマンロボテック(有) 

製造・販売会社 
 安川モートル(株) 

コンピュータ周辺機器 
 (株)ワイ・イー・データ 
情報サービス 
 安川情報システム(株) 

運送・保管 
 (株)安川ロジステック 
人材派遣 
 (株)安川ビジネススタッフ 

ロボット 

システムエンジニアリング 

情報 

その他 

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

 

ロ 

ボ 

ッ 

ト

 

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

 

（注）　上記の会社はすべて連結子会社であります。

主要な会社のみ表示しております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針、(2）目標とする経営指標、(3）中長期的な会社の経営戦略 

以上の３項目につきましては、平成19年３月期中間決算短信（平成18年10月31日開示）により

開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略します。

  当該中間決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

　（当社ホームページ）

　　　http://www.yaskawa.co.jp/ 

　（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

    　http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

 

(4）会社の対処すべき課題

当社グループは、市場の変化を的確に把握し、景気変動リスクに留意しつつ、中期経営計画“ダッ

シュ１００”で掲げた目標の早期実現に向けて、当中間期に引き続き、基本方針、重点方策に沿っ

た諸施策を実施してまいります。

具体的には、シェア拡大に向けて、競争力のあるＡＣサーボ・コントローラやインバータ、ロボッ

トなどのメカトロ製品群の品揃えを強化するとともに、当中間期に竣工したインバータ新工場（ド

ライブセンタ）では、自社製のロボットやコントローラ等を活用し、生産ラインの大幅な自動化・

効率化を進め、生産能力増強及び生産効率向上を実現してまいります。 

また、当社グループのブランド価値の源泉・基盤である品質について、お客様にさらに満足して

いただけるよう、一層の革新を進めてまいります。

さらに、当社グループの将来性を拡げていくため、新世代ロボット等での多様な用途での適用を

模索し、新しい市場の創出に取り組むとともに、従業員一人ひとりの能力を一層高め、組織の力を

最大限に発揮するための人的基盤を整えるべく、人材育成にも努めてまいります。 
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４．中間連結財務諸表

比較中間連結貸借対照表

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

科目

前中間連結会計期間末

(A)

（平成18年9月20日）

当中間連結会計期間末

(B)

(平成19年9月20日)

増減

前連結会計年度の

要約連結貸借対照表

（平成19年3月20日）

金額 構成比 金額 構成比 (B)－(A) 金額 構成比

 ％ ％ ％

（資産の部）

Ⅰ　流動資産 178,460 68.1 191,434 68.8 12,974 187,760 68.7

     現金及び預金 13,418 14,246 828 13,356

     受取手形及び売掛金 87,315 98,961 11,646 99,231

     有価証券 38 31 △7 26

     たな卸資産 58,820 59,988 1,168 58,136

     繰延税金資産 5,474 7,426 1,952 6,944

     その他 14,239 11,617 △2,621 11,063

     貸倒引当金 △845 △837 8 △998

Ⅱ　固定資産 83,455 31.9 86,764 31.2 3,308 85,419 31.3

     有形固定資産 39,152 41,447 2,295 39,795

　     建物及び構築物 17,767 17,338 △429 17,703

     　その他 21,384 24,109 2,724 22,092

     無形固定資産 7,760 7,132 △628 7,679

     投資その他の資産 36,542 38,183 1,641 37,945

　     投資有価証券 21,479 22,232 753 23,011

     　繰延税金資産 11,908 12,533 624 11,790

　     その他 3,583 3,741 157 3,467

　     貸倒引当金 △429 △323 106 △324

   資産合計 261,916 100.0 278,198 100.0 16,282 273,180 100.0
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（単位：百万円）

科目

前中間連結会計期間末

(A)

（平成18年9月20日）

当中間連結会計期間末

(B)

(平成19年9月20日)

増減

前連結会計年度の

要約連結貸借対照表

（平成19年3月20日現在）

金額 構成比 金額 構成比 (B)－(A) 金額 構成比

  ％  ％  ％

（負債の部） 

Ⅰ　流動負債 125,106 47.7 136,039 48.9 10,932 137,278 50.2

     支払手形及び買掛金 67,322 67,467 145 69,318

     短期借入金 24,987 19,823 △5,163 23,111

 　　１年以内償還社債 － 10,000 10,000 10,000

     未払費用 18,278 18,858 579 19,083

     その他 14,517 19,889 5,371 15,764

Ⅱ　固定負債 70,386 26.9 41,623 15.0 △28,762 49,659 18.2

     社債 10,000 － △10,000 －

     新株予約権付社債 14,268 － △14,268 6,200

     長期借入金 9,370 5,649 △3,721 7,439

     退職給付引当金 35,583 34,442 △1,140 34,912

     役員退職慰労引当金 599 779 179 701

     その他 564 752 188 406

   負債合計 195,492 74.6 177,663 63.9 △17,829 186,938 68.4

（純資産の部）

Ⅰ  株主資本 56,063 21.4 89,050 32.0 32,986 73,897 27.1

     資本金 15,908 6.1 23,062 8.3 7,153 19,953 7.3

     資本剰余金 11,379 4.3 18,651 6.7 7,271 15,489 5.7

     利益剰余金 29,107 11.1 47,674 17.1 18,566 38,736 14.2

     自己株式 △332 △0.1 △337 △0.1 △5 △282 △0.1

Ⅱ  評価・換算差額等 5,208 2.0 5,967 2.1 758 6,890 2.5

     その他有価証券評価差額金 3,827 1.5 3,498 1.2 △328 4,619 1.7

     繰延ヘッジ損益 △31 △0.0 △6 △0.0 24 △8 △0.0

     為替換算調整勘定 1,411 0.5 2,474 0.9 1,062 2,280 0.8

Ⅲ  少数株主持分 5,151 2.0 5,518 2.0 366 5,454 2.0

   純資産合計 66,423 25.4 100,535 36.1 34,112 86,242 31.6

   負債及び純資産合計 261,916 100.0 278,198 100.0 16,282 273,180 100.0
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比較中間連結損益計算書
 （単位：百万円）

科目

前中間連結会計期間(A）
（自平成18年3月21日
至平成18年9月20日）

当中間連結会計期間(B）
（自平成19年3月21日
至平成19年9月20日）

増減

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自平成18年3月21日
至平成19年3月20日） 

金額 百分比 金額 百分比 (B)－(A) 金額 百分比

  ％  ％   ％

Ⅰ　売上高 179,732 100.0 183,794 100.0 4,062 368,971 100.0

Ⅱ　売上原価 128,815 71.7 131,310 71.4 2,494 264,084 71.6

売上総利益 50,916 28.3 52,483 28.6 1,567 104,886 28.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 35,815 19.9 36,017 19.6 202 71,322 19.3

営業利益 15,101 8.4 16,466 9.0 1,365 33,564 9.1

Ⅳ　営業外収益 1,213 0.7 1,336 0.7 122 1,867 0.5

受取利息 92  90   179  

受取配当金 234  253   333  

為替差益 117  －   －  

持分法による投資利益 410  638   523  

雑収入 357  352   830  

Ⅴ　営業外費用 1,148 0.6 895 0.5 △253 2,048 0.6

支払利息 590  581   1,207  

為替差損 －  164   6  

雑損失 557  148   835  

経常利益 15,166 8.4 16,907 9.2 1,741 33,383 9.0

Ⅵ　特別利益 2,998 1.7 118 0.1 △2,879 3,076 0.8

投資有価証券売却益 3  24   120  

関係会社株式売却益 1,856  －   1,856  

固定資産売却益 1,048  4   1,069  

その他 89  90   29  

Ⅶ　特別損失 4,245 2.4 575 0.3 △3,669 6,486 1.7

固定資産廃却損 136  52   398  

事業構造改善費用 586  －   1,845  

減損損失 2,030  301   2,167  

その他 1,491  222   2,074  

税金等調整前中間（当期）
純利益

13,919 7.7 16,450 9.0 2,531 29,973 8.1

法人税、住民税及び事業税 3,253 1.8 6,688 3.6 3,435 10,948 3.1

法人税等調整額 1,325 0.7 △104 △0.0 △1,430 △794 0.2

少数株主利益 617 0.3 198 0.1 △419 836 0.2

中間（当期）純利益 8,722 4.9 9,668 5.3 946 18,982 5.1
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中間連結株主資本等変動計算書

 

 前中間連結会計期間（自平成18年3月21日　至平成18年9月20日）                                 

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年3月20日残高（百万円） 15,858 11,329 20,367 △309 47,246

中間連結会計期間中の変動額      

 新株予約権の行使 50 49   99

 剰余金の配当（注）   △1,394  △1,394

 役員賞与（注）   △169  △169

 中間純利益   8,722  8,722

 自己株式の取得    △23 △23

 自己株式の処分  0  0 1

 連結子会社増加による増加   1,246  1,246

 連結子会社増加による減少   △21  △21

 連結子会社減少による増加   1,602  1,602

 持分法適用会社減少による減少   △1,246  △1,246

 株主資本以外の項目の中間連結

 会計期間中の変動額(純額)
     

中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
50 50 8,739 △22 8,817

平成18年9月20日残高 （百万円） 15,908 11,379 29,107 △332 56,063

 

 評価・換算差額等

 

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算調整

勘定

評価・換算

差額等合計
少数株主持分 純資産合計

平成18年3月20日残高（百万円） 4,739 － 764 5,503 4,090 56,840

中間連結会計期間中の変動額       

 新株予約権の行使      99

 剰余金の配当（注）      △1,394

 役員賞与（注）      △169

 中間純利益      8,722

 自己株式の取得      △23

 自己株式の処分      1

 連結子会社増加による増加      1,246

 連結子会社増加による減少      △21

 連結子会社減少による増加      1,602

 持分法適用会社減少による減少      △1,246

 株主資本以外の項目の中間連結

 会計期間中の変動額(純額)
△911 △31 647 △295 1,061 765

中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
△911 △31 647 △295 1,061 9,583

平成18年9月20日残高 （百万円） 3,827 △31 1,411 5,208 5,151 66,423

 （注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当中間連結会計期間（自平成１９年３月２１日　至平成１９年９月２０日）　　　　　　　　　　

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年3月20日残高（百万円） 19,953 15,489 38,736 △282 73,897

中間連結会計期間中の変動額      

 新株予約権の行使 3,108 3,091   6,199

 剰余金の配当   △730  △730

 中間純利益   9,668  9,668

 自己株式の取得    △79 △79

 自己株式の処分  70  24 94

 連結子会社増加による増加   0  0

 株主資本以外の項目の中間連結

 会計期間中の変動額(純額)
     

中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
3,108 3,162 8,937 △55 15,153

平成19年9月20日残高（百万円） 23,062 18,651 47,674 △337 89,050

 

 評価・換算差額等

 

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算調整

勘定

評価・換算

差額等合計
少数株主持分 純資産合計

平成19年3月20日残高（百万円） 4,619 △8 2,280 6,890 5,454 86,242

中間連結会計期間中の変動額       

 新株予約権の行使      6,199

 剰余金の配当      △730

 中間純利益      9,668

 自己株式の取得      △79

 自己株式の処分      94

 連結子会社増加による増加      0

 株主資本以外の項目の中間連結

 会計期間中の変動額(純額)
△1,120 2 194 △923 63 △859

中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
△1,120 2 194 △923 63 14,293

平成19年9月20日残高（百万円） 3,498 △6 2,474 5,967 5,518 100,535
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前連結会計年度（自平成１８年３月２１日　至１９年３月２０日）　　　　　　　　　　　

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年3月20日残高（百万円） 15,858 11,329 20,367 △309 47,246

連結会計年度中の変動額      

 新株予約権の行使 4,095 4,072   8,167

 剰余金の配当（注）   △1,394  △1,394

 剰余金の配当   △698  △698

 役員賞与（注）   △169  △169

 当期純利益   18,982  18,982

 自己株式の取得    △62 △62

 自己株式の処分  87  89 176

 連結子会社増加による増加   1,246  1,246

 連結子会社増加による減少   △21  △21

 連結子会社減少による増加   1,602  1,602

 連結子会社減少による減少   △141  △141

 持分法適用会社増加による増加   141  141

 持分法適用会社減少による増加   89  89

 持分法適用会社減少による減少   △1,268  △1,268

 株主資本以外の項目の連結会計

 年度中の変動額(純額)
     

連結会計年度中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
4,095 4,160 18,368 26 26,650

平成19年3月20日残高（百万円） 19,953 15,489 38,736 △282 73,897

 

 評価・換算差額等

 

その他有価証

券評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算調整

勘定

評価・換算

差額等合計
少数株主持分 純資産合計

平成18年3月20日残高（百万円） 4,739 － 764 5,503 4,090 56,840

連結会計年度中の変動額       

 新株予約権の行使      8,167

 剰余金の配当（注）      △1,394

 剰余金の配当      △698

 役員賞与（注）      △169

 当期純利益      18,982

 自己株式の取得      △62

 自己株式の処分      176

 連結子会社増加による増加      1,246

 連結子会社増加による減少      △21

 連結子会社減少による増加      1,602

 連結子会社減少による減少      △141

 持分法適用会社増加による増加      141

 持分法適用会社減少による増加      89

 持分法適用会社減少による減少      △1,268

 株主資本以外の項目の連結会計

 年度中の変動額(純額)
△120 △8 1,516 1,387 1,364 2,751

連結会計年度中の変動額合計

　　　　　　　　　　（百万円）
△120 △8 1,516 1,387 1,364 29,401

平成19年3月20日残高（百万円） 4,619 △8 2,280 6,890 5,454 86,242

 （注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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中間連結キャッシュ・フロー計算書

  

区分

前中間連結会計期間
(自平成18年3月21日
至平成18年9月20日)

当中間連結会計期間
(自平成19年3月21日
至平成19年9月20日)

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・

フロー計算書
(自平成18年3月21日
至平成19年3月20日)

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

1 税金等調整前中間(当期)純利益 13,919 16,450 29,973

2 減価償却費 3,359 3,516 6,962

3 減損損失 2,030 301 2,167

4 退職給付引当金の増減額 △477 △509 △1,122

5 投資有価証券売却益 △3 △24 △120

6 関係会社株式売却益 △1,856 － △1,856

7 投資有価証券評価損 596 133 727

8 受取利息及び受取配当金 △327 △344 △512

9 支払利息 590 581 1,207

10 売上債権の増減額 △5,530 △156 △12,016

11 たな卸資産の増減額 △554 △1,572 802

12 仕入債務の増減額 △197 △3,031 1,100

13 未払金の増減額 50 521 △298

14 その他 △1,295 1,058 △1,300

小計 10,305 16,924 25,713

15 利息及び配当金の受取額 513 466 694

16 利息の支払額 △622 △572 △1,270

17 法人税等の支払額 △4,494 △5,562 △10,147

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,701 11,256 14,990
    

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

1 有形固定資産等の取得による支出 △4,146 △4,138 △8,429

2 有形固定資産等の売却による収入 1,066 168 1,103

3 投資有価証券等の取得による支出 △506 △619 △585

4 投資有価証券等の売却による収入 34 50 207

5 連結範囲の変更を伴う子会社株式
　の取得による収入 

－ 165 －

6 連結範囲の変更を伴う関係会社株式
　の売却による収入 

－ － 1,801

7 関係会社株式の売却による収入 1,781 － －

8 その他 442 96 △216

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,329 △4,277 △6,119
    

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

1 短期借入金の純増減額 △3,449 △2,106 △4,517

2 長期借入による収入 3,680 290 3,715

3 長期借入金の返済による支出 △2,987 △3,503 △6,062

4 配当金の支払額 △1,394 △730 △2,093

5 少数株主への配当金の支払額 △108 △128 △161

6 その他 △22 △10 158

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,282 △6,189 △8,960
    

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 104 69 226

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 194 858 137

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 12,102 13,214 12,102

Ⅶ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加 975 27 975

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高 13,272 14,100 13,214
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中間連結財務諸表作成の基本となる事項

１．連結の範囲及び持分法の適用に関する事項

(1)連結子会社数 　64社　持分法適用非連結子会社数　3社　持分法適用関連会社数　14社

 

(2)連結の範囲及び持分法の適用の異動状況

連結（新規）　2社　　（除外）　0社　　　　持分法（新規）　1社　　（除外）　1社

 

 なお、上記以外は、最近の半期報告書（平成18年12月1日提出）における記載から重要な変更がないため開示を省略

しております。

中間連結財務諸表に関する注記事項

 （開示の省略）

　リース取引、有価証券、デリバティブ取引等に関する注記事項については、中間決算短信における開示の必要性が大

きくないと考えられるため開示を省略いたします。

　なお、当該注記事項に関しては、平成19年11月22日提出予定の半期報告書に記載しており、『証券取引法に基づく

有価証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム』（ＥＤＩＮＥＴ）でご覧いただくことができます。
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セグメント情報

(1)事業の種類別セグメント情報

前中間連結会計期間（自　平成１８年３月２１日　至　平成１８年９月２０日）

 （単位：百万円）

モーション
コントロー
ル

ロボット
システム
エンジ
ニアリング

情報 その他 計
消去又は
全社

連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 78,733 63,088 21,097 13,101 3,711 179,732 － 179,732

(2）セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

9,577 287 1,616 1,621 8,747 21,849 △21,849 －

計 88,310 63,375 22,714 14,722 12,458 201,581 △21,849 179,732

営業費用 78,131 59,340 23,471 14,078 11,463 186,485 △21,854 164,630

営業利益又は営業損失（△） 10,179 4,034 △757 644 994 15,096 5 15,101

　　（注）１．事業の区分は、内部管理上採用する区分によっております。

　　　　　２．各事業区分に属する重要な製品等の名称は「２．企業集団の状況」に記載しております。 

 　　　　 ３．当中間連結会計期間より名称を「ロボティクスオートメーション」から「ロボット」に変更しておりま

　　　　　　　す。なお、これによる影響はありません。

 　　　　 ４．会計方針の変更

　　　　　 (1)当中間連結会計期間より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に比

　　　　　 　 べ、当中間連結会計期間の営業費用は、モーションコントロールが３０百万円、ロボットが１６百万円、

　　　　　　　システムエンジニアリングが１２百万円、情報が１０百万円、その他が９百万円それぞれ増加し、営業　

　　　　　　　利益はそれぞれ同額減少しております。

  　　　　 (2)役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当中間連結会計期間より規程に基づ

　　　　　　　く中間期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方

　　　　　　　法に比べ、当中間連結会計期間の営業費用は、モーションコントロールが２５百万円、ロボットが１６百

　　　　　　　万円、システムエンジニアリングが１１百万円、その他が３百万円それぞれ増加し、営業利益はそれぞれ

　　　　　　　同額減少しております。

　　　　　 (3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当中間

　　　　　　　連結会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によっ

　　　　　　　た場合に比べて、当中間連結会計期間の売上高はモーションコントロールが７１４百万円、ロボットが６

　　　　　　　３６百万円、情報が２百万円、それぞれ減少し、営業費用は、モーションコントロールが６３６百万円、

　　　　　　　ロボットが６１９百万円、情報が１百万円それぞれ減少し、営業利益は、モーションコントロールが７８

　　　　　　　百万円、ロボットが１６百万円、情報が０百万円それぞれ減少しております。

 

当中間連結会計期間（自　平成１９年３月２１日　至　平成１９年９月２０日） 

 （単位：百万円）

モーション
コントロー
ル

ロボット
システム
エンジ
ニアリング

情報 その他 計
消去又は
全社

連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 86,448 60,236 22,300 11,263 3,545 183,794 － 183,794

(2）セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

10,904 234 1,236 1,760 9,227 23,363 △23,363 －

計 97,353 60,470 23,536 13,023 12,772 207,157 △23,363 183,794

営業費用 86,893 56,428 22,738 12,835 11,799 190,694 △23,366 167,327

営業利益 10,460 4,042 798 188 973 16,463 3 16,466

 　　（注）１．事業の区分は、内部管理上採用する区分によっております。

 　　　　　２．各事業区分に属する重要な製品等の名称は「２．企業集団の状況」に記載しております。
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前連結会計年度（自　平成１８年３月２１日　至　平成１９年３月２０日）

 （単位：百万円）

モーション
コントロー
ル

ロボット
システム
エンジ
ニアリング

情報 その他 計
消去又は
全社

連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 159,601 126,723 49,487 26,472 6,686 368,971 － 368,971

(2）セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

18,331 432 2,681 3,363 18,559 43,369 △43,369 －

計 177,932 127,156 52,169 29,836 25,246 412,340 △43,369 368,971

営業費用 158,100 118,172 50,355 28,643 23,370 378,642 △43,236 335,406

営業利益又は営業損失（△） 19,832 8,983 1,814 1,192 1,875 33,697 △133 33,564

　　 （注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 　２．各事業区分に属する重要な製品等の名称は「２．企業集団の状況」に記載しております。

 　 　　　 ３．会計方針の変更

　　　　　 (1)当連結会計年度より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に比べ、

　　　　　　　当連結会計年度の営業費用は、モーションコントロールが６６百万円、ロボットが３５百万円、システム

　　　　　　　エンジニアリングが１９百万円、情報が１３百万円、その他が２１百万円それぞれ増加し、営業利益はそ

　　　　　　　れぞれ同額減少しております。

  　　　　 (2)役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当連結会計年度より規定に基づく

　　　　　　　期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方法に比

　　　　　　　べ、当連結会計年度の営業費用は、モーションコントロールが５６百万円、ロボットが３６百万円、シス

　　　　　　　テムエンジニアリングが２４百万円、その他が７百万円それぞれ増加し、営業利益はそれぞれ同額減少し

　　　　　　　ております。

　　　　　 (3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結

　　　　　　　会計年度より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった場

　　　　　　　合に比べて、当連結会計年度の売上高はモーションコントロールが２，７５９百万円、ロボットが

　　　　　　　１，４８５百万円、情報が５百万円、それぞれ減少し、営業費用は、モーションコントロールが

　　　　　　　２，４７９百万円、ロボットが１，４５３百万円、情報が４百万円それぞれ減少し、営業利益は、

　　　　　　　モーションコントロールが２８０百万円、ロボットが３２百万円、情報が１百万円それぞれ減少しており

　　　　　　　ます。

㈱安川電機（6506）平成 20 年 3 月期中間決算短信

－ 18 －



(2)所在地別セグメント情報

前中間連結会計期間（自　平成１８年３月２１日　至　平成１８年９月２０日）

 （単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 116,657 27,689 21,196 14,189 179,732 － 179,732

(2）セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
27,481 111 201 5,059 32,853 △32,853 －

計 144,138 27,800 21,397 19,248 212,585 △32,853 179,732

営業費用 134,607 25,135 20,446 17,536 197,726 △33,095 164,630

営業利益 9,531 2,665 951 1,711 14,859 242 15,101

 　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

　       ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

 　　　　　(1)米州　　米国等

 　　　　　(2)欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

 　　　　　(3)アジア　中国、シンガポール、韓国等

 　　　　３．会計方針の変更

　　　　　 (1)当中間連結会計期間より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に比

　　　　　 　 べ、当中間連結会計期間の営業費用は、日本が７９百万円増加し、営業利益は同額減少しております。

  　　　　 (2)役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当中間連結会計期間より規程に基づ

　　　　　　　く中間期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方

　　　　　　　法に比べ、当中間連結会計期間の営業費用は、日本が５７百万円増加し、営業利益は同額減少しておりま

　　　　　　　す。

(3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当中間

連結会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によっ

た場合に比べて、当中間連結会計期間の売上高は米州が４４７百万円、欧州が８６９百万円、アジアが

８７百万円、それぞれ減少し、営業費用は、米州が４０４百万円、欧州が８２７百万円、アジアが７７百

万円それぞれ減少し、営業利益は、米州が４２百万円、欧州が４１百万円、アジアが１０百万円それぞれ

減少しております。

 

当中間連結会計期間（自　平成１９年３月２１日　至　平成１９年９月２０日） 

 （単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 115,456 23,445 25,995 18,896 183,794 － 183,794

(2）セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
29,848 81 225 5,431 35,587 △35,587 －

計 145,304 23,527 26,220 24,328 219,381 △35,587 183,794

営業費用 135,179 21,231 24,174 22,280 202,866 △35,538 167,327

営業利益 10,125 2,296 2,046 2,047 16,515 △49 16,466

 　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

 　      ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

 　　　　　(1)米州　　米国等

　　　　　 (2)欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等 

 　　　　　(3)アジア　中国、シンガポール、韓国等 
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 前連結会計年度（自　平成１８年３月２１日　至　平成１９年３月２０日） 

 （単位：百万円）

日本 米州 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 243,127 50,635 45,505 29,703 368,971 － 368,971

(2）セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
53,816 514 288 10,717 65,336 △65,336 －

計 296,944 51,149 45,794 40,420 434,307 △65,336 368,971

営業費用 274,481 46,191 43,350 36,482 400,504 △65,098 335,406

営業利益 22,462 4,958 2,443 3,938 33,803 △238 33,564

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

　      ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1)米州　　米国等

(2)欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

(3)アジア　中国、シンガポール、韓国等

　　　　３．会計方針の変更

　　　　　(1)当連結会計年度より「役員賞与に関する会計基準」を適用しております。この結果、従来の方法に比べ、

　　　　　　 当連結会計年度の営業費用は、日本が１５６百万円増加し、営業利益は同額減少しております。

  　　　　(2)役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、当連結会計年度より規程に基づく期

　　　　　　 末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更いたしました。この結果、従来の方法に比

　　　　　　 べ、当連結会計年度の営業費用は、日本が１２５百万円増加し、営業利益は同額減少しております。

　　　　　(3)在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結

　　　　　　 会計年度より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった場

　　　　　　 合に比べて、当連結会計年度の売上高は米州が６４１百万円、欧州が２，４３５百万円、アジアが

　　　　　　 １，３３４百万円、それぞれ減少し、営業費用は、米州が５７９百万円、欧州が２，２９７百万円、アジ

　　　　　　 アが１，２１９百万円それぞれ減少し、営業利益は、米州が６１百万円、欧州が１３７百万円、アジアが

　　　　　　 １１４百万円それぞれ減少しております。
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(3)海外売上高

前中間連結会計期間（自　平成１８年３月２１日　至　平成１８年９月２０日）

 （単位：百万円）

米州 欧州 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高 28,020 22,173 31,679 691 82,565

Ⅱ　連結売上高 － － － － 179,732

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 16% 12% 18% 0% 46% 

  （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

        ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

          (1）米州　　米国等

 　　　　 (2）欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

 　　　　 (3）アジア　中国、シンガポール、韓国等

 　　　　 (4）その他　オーストラリア等

 　     ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 　　　 ４．会計方針の変更

　　　　　  在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当中間連

　　　　　　結会計期間より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった場

　　　　　　合に比べて、当中間連結会計期間の海外売上高は米州が４２９百万円、欧州が８５２百万円、アジアが６７

　　　　　　百万円、その他が５百万円、連結売上高は１，３５３百万円それぞれ減少しております。なお、連結売上高

　　　　　　に占める海外売上高の割合に対する影響は軽微であります。

 

当中間連結会計期間（自　平成１９年３月２１日　至　平成１９年９月２０日）

 （単位：百万円）

米州 欧州 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高 25,556 27,031 36,614 681 89,883

Ⅱ　連結売上高 － － － － 183,794

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 14% 15% 20% 0% 49% 

  （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

        ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

          (1）米州　　米国等

  　　　　(2）欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

  　　　　(3）アジア　中国、シンガポール、韓国等

  　　　　(4）その他　オーストラリア等

 　     ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前連結会計年度（自　平成１８年３月２１日　至　平成１９年３月２０日） 

 （単位：百万円）

米州 欧州 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高 55,343 46,566 65,249 1,538 168,698

Ⅱ　連結売上高 － － － － 368,971

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合 15% 13% 18% 0% 46% 

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

　      ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。

(1）米州　　米国等

(2）欧州　　ドイツ、スウェーデン、イギリス等

(3）アジア　中国、シンガポール、韓国等

(4）その他　オーストラリア等

　　　　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　　　　４．会計方針の変更

　　　　　  在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨換算しておりましたが、当連結会

　　　　　　計年度より期中平均相場による円貨換算に変更しております。この変更により、従来の方法によった場合に

　　　　　　比べて、当連結会計年度の海外売上高は米州が６１３百万円、欧州が２，３７２百万円、アジアが

　　　　　　１，０９５百万円、その他が２９百万円、連結売上高は４，１１４百万円それぞれ減少しております。

　　　　　　なお、連結売上高に占める海外売上高の割合に対する影響は軽微であります。
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１株当たり情報

前中間連結会計期間

（自　平成18年3月21日

至　平成18年9月20日）

当中間連結会計期間

（自　平成19年3月21日

至　平成19年9月20日）

前連結会計年度

（自　平成18年3月21日

至　平成19年3月20日）

１株当たり純資産額 285.96円

１株当たり中間純利益金額 37.55円

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
34.67円

１株当たり純資産額 377.47円

１株当たり中間純利益金額 39.34円

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額
 38.36円

１株当たり純資産額   331.94円

１株当たり当期純利益金額 81.12円

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
 75.29円

 　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎

 　　　　　は、以下のとおりであります。

 

前中間連結会計期間

(自　平成18年3月21日

至　平成18年9月20日)

当中間連結会計期間

(自　平成19年3月21日

至　平成19年9月20日)

前連結会計年度

(自　平成18年3月21日

至　平成19年3月20日)

１株当たり中間(当期)純利益金額

中間(当期)純利益（百万円） 8,722 9,668 18,982

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － －

普通株式に係る中間(当期)純利益（百万円） 8,722 9,668 18,982

普通株式の期中平均株式数（千株） 232,259 245,788 234,012

潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額    

中間(当期)純利益調整額（百万円） － － －

普通株式増加数（千株） 19,310 6,257 18,105

（うち新株予約権付社債（千株）） (19,310) (6,257) (18,105)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中間

(当期)純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
―――――― ―――――― ――――――

重要な後発事象

 　　該当事項はありません。
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５．中間個別財務諸表

比較中間貸借対照表
  

 

科目

前中間会計期間末(A)
（平成18年９月20日）

当中間会計期間末(B)
（平成19年９月20日）

増減
(B)－(A)

前事業年度の
要約貸借対照表

（平成19年３月20日） 

金額（百万円） 構成比 金額（百万円） 構成比 金額
（百万円） 金額（百万円） 構成比

％ ％ ％

（資産の部）

Ⅰ 流動資産 106,205 59.9 112,038 60.1 5,833 114,136 61.5

現金及び預金 4,641 7,544 2,902 6,219

受取手形 7,380 8,952 1,572 8,323

売掛金 48,526 56,152 7,625 59,008

たな卸資産 25,728 24,028 △1,700 23,712

繰延税金資産 2,313 2,538 224 2,486

その他 17,643 15,325 △2,317 14,408

貸倒引当金 △29 △2,503 △2,473 △21

Ⅱ 固定資産 71,013 40.1 74,365 39.9 3,351 71,515 38.5

有形固定資産 23,960 25,503 1,543 24,196

無形固定資産 5,791 5,048 △743 5,567

投資その他の資産 41,261 43,813 2,552 41,751

  繰延税金資産 8,666 9,206 540 8,588

  その他 35,917 35,131 △786 36,639

　貸倒引当金 △3,322 △523 2,798 △3,477

資産合計 177,219 100.0 186,404 100.0 9,185 185,651 100.0
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科目

前中間会計期間末(A)
（平成18年９月20日）

当中間会計期間末(B)
（平成19年９月20日）

増減
(B)－(A)

前事業年度の
要約貸借対照表

（平成19年３月20日） 

金額（百万円） 構成比 金額（百万円） 構成比 金額
（百万円） 金額（百万円） 構成比

％ ％ ％

（負債の部）

Ⅰ 流動負債 78,955 44.6 90,883 48.8 11,928 92,843 50.0

支払手形 5,015 4,066 △949 4,729

買掛金 42,444 41,550 △894 43,931

短期借入金 9,786 7,930 △1,855 9,704

１年内償還社債 － 10,000 10,000 10,000

未払費用 10,197 10,847 650 10,610

未払法人税等 131 3,211 3,079 1,944

役員賞与引当金 41 75 33 85

その他 11,338 13,202 1,863 11,838

Ⅱ 固定負債 58,892 33.2 30,223 16.2 △28,668 38,682 20.8

社債 10,000 － △10,000 －

新株予約権付社債 14,268 － △14,268 6,200

長期借入金 7,371 3,990 △3,380 5,800

退職給付引当金 26,863 25,753 △1,109 26,239

役員退職慰労引当金 389 478 88 443

負債合計 137,847 77.8 121,106 65.0 △16,740 131,525 70.8

        

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本 35,668 20.1 61,921 33.2 26,253 49,653 26.8

資本金 15,908 8.9 23,062 12.4 7,153 19,953 10.8

資本剰余金 11,379 6.4 18,496 9.9 7,117 15,403 8.3

　資本準備金 11,376 18,491 7,114 15,399

　その他資本剰余金 3 5 2 3

利益剰余金 8,527 4.8 20,606 11.0 12,078 14,486 7.8

　その他利益剰余金 8,527 20,606 12,078 14,486

自己株式 △147 △0.0 △243 △0.1 △95 △189 △0.1

Ⅱ 評価・換算差額等 3,703 2.1 3,375 1.8 △327 4,472 2.4

その他有価証券評価差額
金 3,734 2.1 3,389 1.8 △345 4,492 2.4

繰延ヘッジ損益 △30 △0.0 △13 △0.0 17 △20 △0.0

純資産合計 39,372 22.2 65,297 35.0 25,925 54,125 29.2

負債・純資産合計 177,219 100.0 186,404 100.0 9,185 185,651 100.0
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比較中間損益計算書

  

科目

前中間会計期間(A)

（自　平成18年３月21日

至　平成18年９月20日） 

当中間会計期間(B)

（自　平成19年３月21日

至　平成19年９月20日）

増減

(B)－(A)

前事業年度の

要約損益計算書

（自　平成18年３月21日

至　平成19年３月20日）

金額（百万円） 百分比 金額（百万円） 百分比
金額

(百万円)
金額（百万円） 百分比

％ ％ ％

Ⅰ　売上高 103,729 100.0 105,490 100.0 1,760 216,268 100.0

Ⅱ　売上原価 81,736 78.8 81,254 77.0 △481 167,600 77.5

売上総利益 21,993 21.2 24,235 23.0 2,242 48,668 22.5

Ⅲ　販売費及び一般管理費 17,276 16.7 17,089 16.2 △186 34,528 16.0

営業利益 4,716 4.5 7,145 6.8 2,428 14,139 6.5

Ⅳ　営業外収益 4,105 4.0 3,481 3.3 △623 6,755 3.1

 受取利息及び配当金 3,944 3,422 6,551

 雑収入 161 59 203

Ⅴ　営業外費用 505 0.5 613 0.6 108 1,067 0.5

 支払利息 158 156 317

 社債利息 83 83 166

 雑支出 264 374 583

 経常利益 8,316 8.0 10,013 9.5 1,696 19,828 9.1

Ⅵ　特別利益 3,708 3.6 578 0.5 △3,130 4,262 2.0

Ⅶ　特別損失 5,828 5.6 497 0.4 △5,331 7,812 3.6

税引前中間(当期)純利益 6,197 6.0 10,094 9.6 3,897 16,277 7.5

法人税、住民税及び事業税 △135 △0.1 3,170 3.0 3,306 3,903 1.8

法人税等調整額 129 0.1 72 0.1 △56 △486 △0.2

 　中間（当期）純利益 6,203 6.0 6,851 6.5 648 12,860 5.9
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                                       中間株主資本等変動計算書　　　
 
 　前中間会計期間（自平成18年3月21日　至平成18年9月20日）　　　　　　　　　　　　　　　　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

平成18年３月20日
残高  （百万円）

15,858 11,326 2 11,329 3,803 3,803 △128 30,862

中間会計期間中の
変動額

 新株予約権の行使 50 49 49 99

 剰余金の配当(注) △1,396 △1,396 △1,396

 役員賞与（注） △82 △82 △82

 中間純利益 6,203 6,203 6,203

 自己株式の取得 △19 △19

 自己株式の処分 0 0 0 1

 株主資本以外の項
 目の中間会計期間
 中の変動額(純額)

中間会計期間中の
変動額合計
　　　（百万円）

50 49 0 50 4,724 4,724 △19 4,805

平成18年９月20日
残高  （百万円）

15,908 11,376 3 11,379 8,527 8,527 △147 35,668

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成18年３月20日
残高　 （百万円）

4,536 － 4,536 35,399

中間会計期間中の
変動額

 新株予約権の行使 99

 剰余金の配当(注) △1,396

 役員賞与（注） △82

 中間純利益 6,203

 自己株式の取得 △19

 自己株式の処分 1

 株主資本以外の項
 目の中間会計期間
 中の変動額(純額)

△801 △30 △832 △832

中間会計期間中の
変動額合計(百万円)

△801 △30 △832 3,972

平成18年９月20日
残高   （百万円）

3,734 △30 3,703 39,372

 （注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当中間会計期間（自平成19年3月21日　至平成19年9月20日）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

平成19年３月20日
残高　 （百万円）

19,953 15,399 3 15,403 14,486 14,486 △189 49,653

中間会計期間中の
変動額

 新株予約権の行使 3,108 3,091 3,091 6,199

 剰余金の配当 △730 △730 △730

 中間純利益 6,851 6,851 6,851

 自己株式の取得 △56 △56

 自己株式の処分 2 2 2 4

 株主資本以外の項
 目の中間会計期間
 中の変動額(純額)

中間会計期間中の
変動額合計
　　　 （百万円）

3,108 3,091 2 3,093 6,120 6,120 △54 12,268

平成19年９月20日
残高   （百万円）

23,062 18,491 5 18,496 20,606 20,606 △243 61,921

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成19年３月20日
残高　 （百万円）

4,492 △20 4,472 54,125

中間会計期間中の
変動額

 新株予約権の行使 6,199

 剰余金の配当 △730

 中間純利益 6,851

 自己株式の取得 △56

 自己株式の処分 4

 株主資本以外の項
 目の中間会計期間
 中の変動額(純額)

△1,103 6 △1,096 △1,096

中間会計期間中の
変動額合計
　　　 （百万円）

△1,103 6 △1,096 11,171

平成19年９月20日
残高　 （百万円）

3,389 △13 3,375 65,297
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　前期の株主資本等変動計算書　（自平成18年3月21日　至平成19年3月20日）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

平成18年３月20日
残高　　（百万円）

15,858 11,326 2 11,329 3,803 3,803 △128 30,862

当期変動額

 新株予約権の行使 4,095 4,072 4,072 8,167

 剰余金の配当(注) △1,396 △1,396 △1,396

 剰余金の配当 △698 △698 △698

 役員賞与（注） △82 △82 △82

 当期純利益 12,860 12,860 12,860

 自己株式の取得 △61 △61

 自己株式の処分 0 0 0 1

 株主資本以外の項
 目の事業年度中の
 変動額（純額）

当期の変動額合計
　　　　（百万円）

4,095 4,072 0 4,073 10,682 10,682 △60 18,791

平成19年３月20日
残高　  （百万円）

19,953 15,399 3 15,403 14,486 14,486 △189 49,653

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成18年３月20日
残高　 （百万円）

4,536 － 4,536 35,399

当期変動額

 新株予約権の行使 8,167

 剰余金の配当(注) △1,396

 剰余金の配当 △698

 役員賞与（注） △82

 当期純利益 12,860

 自己株式の取得 △61

 自己株式の処分 1

 株主資本以外の項
 目の事業年度中の
 変動額（純額）

△44 △20 △64 △64

当期の変動額合計
　　　　（百万円）

△44 △20 △64 18,726

平成19年３月20日
残高　  （百万円）

4,492 △20 4,472 54,125

 （注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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